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   A case of cysts in the cavum tunica vaginalis testis was reported. A 58-year-old man visited 
our clinic with the chief complaint of urethral bleeding. Urethro-cystogram revealed stricture of 
bulbous urethra. We palpated several pea-sized painless masses in the left scrotum. On ultrasono-

gram of the left scrotal contents several cystic lesions were detected at the cranial side of the left 
testis. At operation, cysts were found in the cavum tunica vaginalis testis, and were resected 
along with the tunica vaginalis. Fluid of the cysts was serous without sperm. Histopathologically 
mesothelial cyst was suspected. The incidence of cysts in the cavum tunica vaginalis testis is rare 
and only 17 cases have been reported in Japan. We reviewed 9 cases of cysts arising from lamina 

parietalis of tunica vaginalis. 
                                                 (Acta Urol. Jpn.  40: 725-728, 1994) 
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緒 言

精巣鞘膜腔内嚢胞はきわめて稀な疾患である.わ れ

われは精巣固有鞘膜壁側板に発生した漿液性嚢胞の1

例を経験したので報告する.

症 例

患者:58歳,男 性

主訴=尿 道出血

家族歴 ・既往歴=特 記すべきことなし

現病歴lI993年4月28日,尿 道出血を主訴に当科受

診.尿 道膀胱造影を施行したところ,球 部尿道に狭窄

を認め,さ らに,左 陰嚢内に多発性の腫瘤を触知し,

左精巣上体腫瘤を疑い,精 査加療 目的で入院 となっ

た.

現症:身 長171cm,体 重58kg,左 精巣上体から精

索にかけて,弾 性硬,小 豆大までの連珠状の無痛性腫

瘤を触知し,ま た左精巣静脈瘤を認めた.右 陰嚢内容

には異常を認めず,他 に理学的所見に異常を認めなか

った.

検査成績:入 院時検査成績では,検 血,血 液生化学

に異常を認めず,検 尿で,潜 血,糖,蛋 白,い ずれも

陰性.沈 渣は,RBc2～3/F,wBc3～5/F,尿 細胞

診は陰性であった.

画像診断:IVPで は異常を認めなかった,尿 道膀

胱造影では,球 部尿道に狭窄像があり,さ らに,内 視

鏡的にも同部に狭窄を認め,内 尿道切開術の適応と思

われた,左 陰嚢内容の超音波検査では,精 巣の頭側

に,径lcm弱 の嚢胞性病変が数個連なって認められ

た(Fig.1).
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Fig.LUltrasonogramoftheIeftscrotalcon-

tents.Severalcysticlesionsweredetected

atthecranialsideofthelefttestis.
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Fig.2.Grossappearanceoftheresectedcysts.
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Fig,3.Microphotogramshowedthattheinside
liningofthecystwa11wascomposedof
squamouscells.(HEstain)
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以上より,外 傷性尿道狭窄および,左 精巣上体嚢胞

性腫瘤の診 断にて,1993年7月15日,手 術を施行 し

た.左 陰嚢部切開を加え,精 巣鞘膜を開くと,少 量の

黄色透明な内容液を認めた.続 いて左陰嚢内容を脱転

させたところ,腫 瘤は嚢胞状で,精 巣および精巣上体

とぱ離れて,精 索付近に存在しており,精 索部には静

脈瘤を認めた.こ のため,精 巣鞘膜に発生した嚢胞と

考え,周 囲の精巣鞘膜を含めて嚢胞を一塊として摘出

した.摘 出標本では,腫 瘤は半透明な膜を有する球形

の嚢胞で,数mmか ら約lcmの 大 きさのものが計

6個 であった(Fig.2).ま た,嚢 胞内容液は,淡 黄

色透明,漿 液性であり,精 子は認められなかった・な

お,球 部尿道狭窄に対 しては,直 視下内尿道切開術を

施行した.

病理組織学的には,嚢 胞壁には一層の扁平な細胞の

Iiningを 認め,そ の内腔には赤血球や精子を認めず,

悪性所見はみられなかった(Fig.3).ま た免疫組織化

学染色では,嚢 胞壁はFactorVIIIが 陰性であ り,

血 管や リンパ管の内皮細胞が陽性を示 していたことよ

り,嚢 胞壁を構成する細胞は中皮由来であることが疑

われた.

以上より精巣固有鞘膜壁側板より発生した精巣鞘膜

腔内嚢胞 と診断 し,中 皮由来 の,Mesothelialcyst

が最 も疑われた,術 後経過は順調で,1旧 目に退院

し,7ケ 月を経た現在,再 発を認めていない.

考 察

精 索 や陰 嚢 内 容 の嚢 胞 はGibson1)に よれ ば大 き く

つ ぎの5群 に 分類 され る.す なわ ち,

1)cystsofperitonealoriginduetofailureof

obliterationoftheprocessusvaginalis

2)cystsoftheepididymis

a)retentioncystsfilledwithspermatozoa

(spermatoceles)

b)simpleser・uscysts

3)cystsofthefetalremains,Mullerianductand

Wolffianbody,suchastheparadidymisor

organofGiraldes,appendixtestis(hydatid

ofMorgagni),randtheappendixofthe

cpididymis

4)hematoceles

5)miscellaneousrarerconditions:echinococcus

cysts,丘lariasis,dermoidcysts,hemangiomas

andlymphangiomas

な どで あ る.そ して これ らを 鑑 別す るに あ た っては 嚢

胞 上 皮 の組 織 学 的 所見 や 嚢 胞 内 容 の精 子 の 有 無 が参 考

に され て い る.し か し円柱 上 皮 で も陳 旧化 す る と扁平

な立 方 上 皮 に変 化 した り,ま た 精子 は 自然 に 吸 収消 失

す る例 もあ るた め,飯 塚 ら2)が 述 べ て い る よ うに,嚢

胞 の解 剖 学 的 な存 在 部 位 に よ り分 類 し検討 す べ き と考

え られ る.

精 巣 固 有 鞘膜 は,発 生 学的 には 腹 膜 に 由来 し,解 剖

学 的 に は,精 巣 と精 巣 上 体 を 被 う臓 側 板(1amina

visceralis),精 巣 上体 の後 縁 に 沿 う精 巣 間 膜(meso一



今津,ほ か=精 巣鞘膜腔 ・嚢胞 727

TableNinecasesofcystarisingfromlaminaparietalisoftunicavaginalistestisreportedinthe
Japaneseliterature

・講 告者 報告年 篇 症 状(大 きさ最大径).数 内容液 嚢 胞内面 文 献

1,坂 ら19775右 陰嚢 部腫 脹 栂 指頭 大 ・1

2.坂 ら197756両 無痛 性 腫 瘤

3. 中嶋 ら19827左 左下腹部痛

米粒 大 ・左9右
2

38mm・1

4.平 野 ら19888右 有 痛性 腫 瘤10mm・1

5.長 藤 ら198866右 無痛性腫瘤 7mm。1

6.高 ら198940左 無 痛性 腫 瘤20mm・1

7.菊 地 ら199151左 有 痛性 腫 瘤 小 指頭 大 ・12

漿 液 性 中 皮 細 胞 泌尿紀要23:67-73,]977

漿 液 性 一層 の立 方上 皮(線毛 あ り)

血 性 肉 芽 組 織
(fibrinit着)

血 性 結 合 組 織
(fibrin沈 着)

黄色透明 中 皮 細 胞
(立 方 状)

黄色透明 中 皮 細 胞
(扁 平 化)

漿 液 性 扁 平 な 細 胞

8,中 川 ら199369左 無痛性腫瘤35mm・ 多房性 記載 な し

9.自 験例199358左 無痛性腫瘤 小豆大 ・6 漿 液 性

〃

臨 泌36:581-583,1982

泌 尿 紀 要34:2201-2203,1988

西 日泌 尿50:1993-1995,1988

日泌 尿 会誌80:1117,1g8g

臨 泌45:701-703,1991

多 列 円 柱 上 皮 臨 泌47:16)-163,1993(線毛 あ り)

一 層 の扁 平 な細 胞

thelium),精 巣間膜が反転して臓側板を外方から囲む

壁側板(laminaparietalis),の3部 に分けられ,こ

の3部 で囲まれた部位が精巣鞘膜腔(cavumtunica

vaginalistestis)で ある.自 験例は精巣固有鞘膜の う

ち精索を被う部位に存在し,鞘 膜腔に突出していたも

のであり,発 生部位としては壁側板の範囲にはいる.

精巣鞘膜腔に発生する嚢胞はきわめて稀で,明 らか

な精巣白膜嚢胞を除 くと,本 邦では自験例を含めても

われわれが調べえたかぎり17例が報告されているにす

ぎない.(精 巣白膜嚢胞として報告されてい るものの

なかで精巣上体にも嚢胞を認めた ものを含める.)し

かし,臓 側板から発生した嚢胞は,精 巣白膜嚢胞など

と鑑別することは厳密には困難であると思われる3>た

め17例 中,精 巣部または精巣上体部に発生していた6

例3-s>と不明例2例9・10)の 計8例 を除外し,壁 側板に

発生した本邦報告例9例(Table)に ついて検討を加

えた.

年齢は,5歳 か ら69歳で,若 年層(3例)と 中高年

層(6例)に みられ,患 側は,左5例,右3例,両 側

1例 であった.臨 床症状では,無 痛性腫瘤が5例 と過

半数を占め,有 痛性腫瘤が2例 であった.嚢 胞の最大

径は,米 粒大から38mm大 のものまでさまざまで,単

発例が5例 であった.内 容液は漿液性のものが多 く,

血性のものが2例 であった.全 例とも・精子は認めなか

った,

組織学的には,嚢 胞の内面は,内 皮細胞で被われて

いるとしているものが3例,線 毛を有していたものが

2例,扁 平な細胞で構成されたものが2例 であった.

自験例においては,嚢 胞壁に明らかな中皮細胞は認め

な い もの の,免 疫組 織 化学 染 色 に よ り,血 管や リンパ

管 の 内皮細 胞由来 の もの は否 定 的 で あ り,中 皮 細 胞 由

来 のMesothelialcystが 疑 わ れ た.

結 語

58歳 の男性にみられた精巣鞘膜腔内嚢胞の1例 を報

告するとともに,精 巣鞘膜壁側板に発生 した本邦報告

例9例 について若干の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は,第145回 日本泌尿器科学会関西地方会に

おいて発表 した,
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